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八
十
年
前
の
山
岳
映
画
　
会
､
そ
の
百
両
と
は
-

峯

　

村

　

　

　

隆

本
企
画
展
で
は
富
山
県
[
立
山
博
物
館
]
の
協
力
に
よ
り
､
伊
藤
孝

｢
百
瀬
慎
太
郎
･
赤
沼
千
尋
の
三
人
が
中
心
と
な
っ
た
大
正
十
二

年
｢
雪
の
立
山
､
針
ノ
木
越
え
｣
(
約
四
十
分
)
と
､
主
に
大
正
十
三
年

の
｢
雪
の
薬
師
･
槍
越
え
｣
(
約
三
十
分
)
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
映
像
も
D

V
D
版
で
放
映
し
､
好
評
で
あ
る
｡

い
っ
た
い
こ
の
映
像
の
何
が
人
を
ひ
き
つ
け
る
の
か
､
私
な
り
に

考
え
て
み
た
｡

○
確
か
な
映
画
づ
-
り

安
全
か
つ
周
到
な
雪
山
撮
影
計
画
の
も
と
､
意
図
し
た
映
像
を

キ
ッ
チ
リ
と
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
る
ま
で
､
じ
っ
く
り
時
を
待
ち
､
労

を
惜
し
ま
な
か
っ
た
成
果
が
､
ど
の
シ
ー
ン
に
も
に
じ
み
出
て
い
る
｡

｢
現
存
す
る
最
初
期
の
本
格
的
山
岳
映
画
｣
と
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ

る
｡
北
ア
ル
プ
ス
の
雪
山
登
山
映
像
と
し
て
も
､
現
存
す
る
最
古
の

映
像
で
あ
ろ
う
｡

○
伊
藤
独
特
の
視
点

伊
藤
は
一
連
の
雪
山
撮
影
山
行
の
た
め
に
､
撮
影
技
師
を
伴
い
､

地
元
の
山
案
内
人
を
大
勢
雇
い
､
膨
大
な
物
資
を
調
達
し
､
3
棟
の

山
小
屋
ま
で
建
て
た
｡
そ
の
額
は
現
在
換
算
で
数
十
億
円
に
な
る
と

も
言
わ
れ
て
い
る
が
､
莫
大
な
資
金
は
あ
く
ま
で
無
償
の
趣
味
の
た

め
で
あ
っ
て
､
商
売
と
は
無
縁
だ
っ
た
｡

遊
び
つ
く
し
た
山
々
､
同
行
の
人
々
､
歩
い
た
そ
こ
こ
こ
を
､
自

分
の
家
族
や
百
瀬
･
赤
沼
･
案
内
人
た
ち
と
そ
の
家
族
に
見
せ
る
た

め
に
映
画
に
撮
っ
た
そ
う
だ
｡
ア
マ
チ
ュ
ア
イ
ズ
ム
を
貫
徹
し
た
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
映
画
だ
か
ら
こ
そ
､
臨
場
感
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
｡

探
究
心
に
満
ち
た
伊
藤
の
視
点
は
独
特
で
あ
る
｡
ダ
ム
湖
に
水
没

す
る
前
の
有
峰
集
落
の
姿
､
芦
峻
寺
の
人
々
の
日
常
生
活
や
山
小
屋

作
り
の
様
子
､
山
案
内
人
た
ち
の
装
束
や
何
気
な
い
所
作
‥
･
｡

物
好
き
な
大
金
持
ち
の
単
な
る
虚
栄
心
か
ら
な
ら
､
雪
の
北
ア
ル

プ
ス
を
征
服
す
る
将
軍
然
と
し
て
隊
の
先
頭
に
立
つ
自
分
を
誇
ら
し

げ
に
記
録
さ
せ
て
喜
ぶ
と
こ
ろ
だ
が
､
そ
う
し
た
シ
ー
ン
は
な
い
｡

○
無
限
大
の
情
報
価
値

や
や
も
す
る
と
歴
史
の
ひ
と
コ
マ
に
静
止
し
て
し
ま
い
そ
う
な
百

瀬
や
赤
沼
が
､
生
き
て
躍
動
す
る
姿
‥
･
｡
伊
藤
が
意
図
し
て
写

し
込
ん
だ
テ
ー
マ
の
ほ
か
､
意
図
せ
ず
し
て
適
さ
れ
た
映
像
情
報
の

価
値
は
無
限
で
あ
る
｡
　
　
　
　
　
(
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
)
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趣
味
の
登
山
が
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
を
超
え
た
と
き
(
徳
)

I
伊
藤
孝
一
没
後
五
十
周
年
に
-

布

　

川

　

欣

一

団
｢
雪
の
立
山
､
針
ノ
木
越
え
｣

三
月
一
日
､
越
中
の
八
人
を
冨
山
へ
発
た
せ
る
｡

伊
藤
ら
五
人
は
二
日
､
明
科
か
ち
篠
ノ
井
線
に
乗
る
｡

そ
ば
を
食
べ
る
た
め
に
長
野
下
車
､
信
越
線
の
高
田

に
至
り
宿
泊
｡
三
日
､
山
道
具
･
ス
キ
ー
の
店
｢
山

善
｣
で
登
山
靴
な
ど
を
補
修
､
直
池
澤
を
経
て
富
山

に
宿
泊
｡
四
日
午
後
､
立
山
山
麓
､
芦
峻
寺
に
着
く
｡

五
日
朝
､
勢
ぞ
ろ
い
し
た
パ
ー
テ
ィ
は
､
大
沢
以

来
の
八
人
に
七
人
を
加
え
て
二
十
人
｡
雄
山
神
社
に

念
願
成
就
を
祈
願
し
降
雪
の
な
か
を
出
発
､
藤
橋
･

杉
田
の
小
屋
に
泊
ま
る
｡
六
日
晴
れ
､
藤
橋
で
肝
を

冷
や
す
｡
長
さ
約
三
十
m
の
橋
は
､
積
雪
に
よ
る
落

下
を
避
け
る
た
め
､
板
を
外
し
て
骨
組
だ
け
の
裸
状

態
だ
っ
た
｡
千
寿
ケ
原
付
近
か
ち
積
雪
深
-
難
渋
､

降
雪
激
し
く
藤
橋
の
小
屋
へ
戻
る
｡
七
日
晴
れ
て
午

後
五
時
､
立
山
温
泉
着
｡
堀
田
と
二
十
一
日
ぶ
り
の

再
会
を
果
た
す
｡

八
､
九
日
は
雪
､
雨
､
巽
で
停
滞
｡
十
日
晴
､
早
朝
､

か

ち

み

ま

で

み

ち

ふ

み

越
中
衆
十
一
人
が
空
身
で
発
つ
｡
(
室
堂
追
ノ
道
踏

ヲ
目
的
ニ
シ
テ
室
堂
ノ
様
子
ヲ
見
ル
コ
ト
ヲ
兼
ヌ
｡

吾
々
七
時
二
十
五
分
発
､
人
夫
五
名
ヲ
ツ
ケ
)
松
尾

峠
越
え
､
天
狗
平
ま
で
進
ん
で
戻
る
｡
十
一
-
十
三

日
､
雪
と
雨
で
停
滞
｡
十
四
日
晴
れ
､
米
や
木
炭
な

ど
を
鏡
石
の
手
前
ま
で
荷
揚
げ
す
る
｡

十
五
日
､
朝
の
好
天
に
乗
じ
て
出
発
､
松
尾
峠
を

越
す
が
､
(
天
狗
乎
･
室
堂
間
､
烈
風
降
雪
､
四
顧
暗

し

せ

き

へ

ん

迷
､
腿
尺
を
瞬
ぜ
ず
)
､
午
前
十
時
十
五
分
､
よ
う

や
く
室
堂
着
｡
午
後
四
時
ご
ろ
､
(
烈
風
一
遇
､
降
雪

止
み
碧
空
を
仰
ぐ
)
｡
十
六
日
は
(
日
本
晴
)
｡
午
前

七
時
十
五
分
､
頂
上
を
目
ざ
し
て
室
堂
を
出
発
｡

i
)
_

頂
上
ノ
登
リ
ハ
夏
ヨ
リ
寧
口
安
楽
デ
ア
ッ
ク
｡
頂

上
ノ
展
望
ハ
筆
話
ノ
論
デ
ハ
ナ
ィ
｡
雄
大
ナ
雪
ノ

鋤
､
黒
木
二
茂
ル
黒
部
ノ
渓
谷
､
意
外
二
白
イ
鹿

島
ノ
槍
､
(
中
略
)
不
二
､
赤
石
､
甲
斐
駒
､
木
曽

駒
ノ
遠
望
カ
ラ
薬
師
方
面
二
至
ル
北
ア
ル
プ
ス
ノ

全
姿
､
繚
テ
満
目
二
人
ル
｡
持
参
ノ
食
パ
ン
ト
ハ

ム
ノ
一
片
ヲ
境
と
終
ッ
テ
､
頂
上
発
｡

勝
野
の
映
画
撮
影
も
快
調
｡
地
獄
谷
を
巡
っ
て
一
気

に
下
山
､
午
後
七
時
三
十
分
に
立
山
温
泉
帰
着
｡

十
七
日
､
立
山
温
泉
発
､
犬
鷲
西
の
肩
か
ら
越
中

沢
乗
越
を
経
て
黒
部
川
の
平
に
憲
-
｡
こ
の
日
､
任

を
果
た
し
た
堀
田
は
芦
峻
寺
へ
下
る
｡
十
八
⊥
一
十

日
は
雨
で
平
の
天
幕
に
停
滞
｡
二
十
一
日
､
快
晴
が

戻
る
｡
修
理
し
た
篭
の
渡
し
を
使
っ
て
黒
部
川
渡
河
､

(
針
ノ
木
澤
二
人
ル
｡
雪
面
結
氷
､
歩
行
進
捗
｡
南

斜
面
ノ
樹
氷
鮮
麗
｡
午
前
十
一
時
五
十
五
分
､
針
ノ

木
崎
頂
上
着
)
｡
篭
川
に
画
し
た
大
雪
庇
を
割
っ
て

降
る
｡一

行
は
､
｢
大
澤
､
ヤ
ー
イ
｣
天
津
､
ヤ
ー
ホ
｣

と
絶
叫
し
績
け
､
大
ス
バ
リ
･
針
木
･
蓮
華
と
取

り
囲
ま
れ
た
､
べ
タ
一
面
の
雪
の
下
界
へ
､
己
の

影
に
一
足
一
足
を
踏
み
込
み
な
が
ら
降
っ
た
｡

午
後
四
時
四
十
五
分
､
大
沢
石
室
着
｡
石
室
に

は
福
林
の
置
手
紙
が
あ
っ
た
｡
十
五
日
か
ら
十
九
日

ま
で
松
高
山
岳
部
員
三
人
で
滞
在
し
た
､
黒
部
の
平

で
出
迎
え
る
積
も
り
だ
っ
た
が
焚
火
の
煙
で
眼
を
傷

め
下
山
す
る
､
立
山
滞
在
中
の
伊
藤
ら
を
追
い
越
し

十
七
日
に
針
ノ
木
峠
越
え
し
て
き
た
四
高
(
旧
制
､

金
沢
)
の
窪
田
他
言
郎
ち
に
会
っ
た
､
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
た
｡

二
十
二
日
も
晴
れ
､
伊
藤
ら
は
前
後
三
十
一
日
を

過
ご
し
た
雪
山
か
ら
､
全
員
無
事
に
大
町
へ
戻
っ
た
｡

固
｢
雪
の
薬
師
へ
槍
ヶ
岳
縦
走
｣

一
九
二
三
年
薯
か
ら
呑
､
伊
藤
は
､
雪
山
大
縦
走

と
映
画
撮
影
の
第
二
段
階
を
展
開
す
る
が
､
そ
の
周

到
な
準
備
を
す
で
に
二
十
三
年
夏
前
か
ら
進
め
て
い

た
｡

伊
藤
は
芦
峻
寺
､
立
山
温
泉
を
経
て
七
月
二
十
八

日
､
立
山
西
南
麓
の
有
峰
に
入
る
｡
電
源
開
発
用
貯

水
池
に
沈
む
戸
数
十
二
の
有
峰
に
､
村
び
と
は
も
う

住
ん
で
い
な
い
｡
伊
藤
は
､
旧
家
･
岩
段
家
の
家
屋

と
米
倉
を
活
用
し
た
｡
雪
山
大
縦
走
に
備
え
､
要
所

に
山
小
屋
建
設
を
決
断
し
､
そ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
準

備
の
拠
点
に
し
た
の
で
あ
る
｡
堀
田
夫
妻
が
現
地
に

常
駐
､
煩
雑
な
仕
事
す
べ
て
を
差
配
し
て
い
た
｡
山

小
屋
の
建
設
場
所
は
真
川
源
流
の
台
地
､
上
ノ
岳
の

肩
､
黒
部
乗
越
､
薬
師
沢
の
四
か
所
､
す
べ
て
伊
藤

自
ち
設
計
し
た
｡
八
月
二
日
有
峰
発
､
冬
に
予
定
の

ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
五
日
槍
ヶ
岳
､
六
日
燕
岳
へ
｡

伊
藤
に
よ
る
｢
雪
の
薬
師
､
槍
ヶ
岳
縦
走
｣
は
､
前

後
三
回
の
活
動
か
ら
成
っ
て
い
る
｡

最
初
は
積
雪
期
上
ノ
岳
(
北
ノ
俣
岳
)
初
登
頂
の

一
九
二
三
年
十
二
月
｡
十
一
月
二
十
九
日
に
真
川

の
小
屋
入
り
｡
十
二
月
三
日
に
二
人
が
上
ノ
岳
小

屋
へ
先
発
｡
五
日
朝
七
時
半
､
伊
藤
ら
総
勢
九
人
が

真
川
発
､
太
郎
山
鞍
部
か
ら
小
屋
を
経
て
(
十
二
時

二
十
五
分
､
上
ノ
岳
頂
上
着
｡
冬
ハ
誰
モ
登
ッ
テ
ィ

ナ
ィ
｡
冬
季
初
登
撃
ト
ナ
ロ
ウ
カ
｡
胸
が
サ
ワ
グ
)
｡

小
屋
で
昼
食
､
ス
キ
ー
で
下
山
｡
四
時
五
分
真
川
着
｡

榎
谷
徹
蔵
･
藤
木
九
三
､
真
川
の
小
屋
か
ら
上
ノ
岳

登
頂
は
二
十
四
年
一
月
一
日
だ
｡

二
回
目
は
､
厳
冬
期
薬
師
岳
初
登
頂
の
二
四
年

二
月
｡
伊
藤
は
年
末
年
始
を
名
古
屋
で
過
ご
し
､
一

月
八
日
､
芦
峻
寺
に
着
-
が
雪
道
に
難
渋
､
十
五
日

に
よ
う
や
く
､
真
川
の
小
屋
に
入
る
｡
薬
師
岳
登
頂

に
備
え
た
上
ノ
岳
の
小
屋
へ
の
荷
揚
げ
､
ま
た
熊
狩

り
や
カ
モ
シ
カ
猟
な
ど
の
撮
影
､
ス
キ
ー
の
練
習
｡

三
十
日
､
小
屋
を
使
わ
ず
真
川
か
,
土
気
に
登
頂
を

試
み
る
が
､
天
候
が
急
変
､
頂
上
直
下
か
ら
吹
雪
の

な
か
を
逃
げ
帰
る
｡
晴
天
の
二
月
一
日
､
上
ノ
岳
の

小
屋
に
入
る
が
､
ま
た
吹
雪
｡
四
日
未
明
､
吹
雪
が

止
み
快
晴
､
伊
藤
ら
十
五
人
は
五
時
に
小
屋
を
出
る
｡

ス
キ
ー
で
降
っ
た
が
､
鞍
部
で
は
り
カ
ン
を
着
け
て

も
腰
ま
で
沈
む
ラ
ッ
セ
ル
｡
頂
稜
近
く
､
雪
面
が
ク

ラ
ス
ト
し
て
ア
イ
ゼ
ン
に
着
け
変
え
る
｡

十
二
時
半
､
薬
師
岳
頂
上
着
｡
冬
ノ
薬
師
ハ
何
人

モ
頂
ヲ
踏
ン
デ
イ
ナ
ィ
｡
胸
ガ
高
鳴
ル
｡
薬
師
堂

:
～
(
,

ノ
壮
麗
ナ
エ
ビ
根
ノ
前
二
手
ヲ
含
ワ
セ
､
如
来
二

登
頂
ヲ
報
告
ス
ル
｡
目
頭
ガ
熱
ク
ナ
ッ
ク
｡
全
員

一
∴
･

ト
握
手
ヲ
交
ワ
シ
､
肩
ヲ
叩
キ
合
フ
｡
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一
九
九
七
年
夏
､
羽
田
栄
治
氏
･
吉
井
亮
一
民

主
が
伊
藤
の
足
跡
を
実
施
検
証
し
､
上
ノ
岳
の
小
屋

の
遺
構
確
認
な
ど
成
果
を
挙
げ
た
｡
薬
師
岳
登
頂
の

ル
ー
ト
は
､
上
ノ
岳
の
小
屋
か
ち
ス
キ
ー
で
薬
師
峠

へ
下
降
､
現
在
の
夏
道
に
近
い
コ
ー
ス
を
と
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
｡

最
後
の
三
回
目
は
､
真
川
か
ら
上
高
地
へ
大
縦

走
を
果
た
し
た
二
四
年
三
､
四
月
｡
伊
藤
の
真
川
入

り
は
三
月
十
九
日
､
準
備
を
整
え
三
十
一
日
出
発
｡

伊
藤
､
勝
野
兄
弟
､
奥
村
の
四
人
を
二
十
九
人
が
支

え
る
大
パ
ー
テ
ィ
は
､
も
う
真
川
へ
戻
ら
な
い
｡
上

ノ
岳
の
小
屋
に
入
り
､
四
月
十
日
に
黒
部
乗
越
の
小

屋
に
移
動
す
る
ま
で
拠
点
と
す
る
｡
薬
師
平
や
雲
ノ

平
な
ど
に
出
向
き
､
小
屋
や
天
幕
を
使
っ
て
黒
部
源

流
の
冬
を
撮
影
､
大
雪
崩
も
捉
え
た
｡
黒
部
乗
越
で

は
､
三
俣
蓮
華
を
中
心
に
鷲
羽
､
ワ
リ
モ
､
水
晶
､

狙
父
な
ど
へ
足
を
伸
ば
す
｡

四
月
十
五
日
､
雨
中
を
進
み
､
双
六
池
畔
で
サ
ポ
ー

ト
隊
(
百
瀬
が
率
い
る
十
五
人
)
と
合
流
､
(
慎
太
郎
氏

ノ
友
情
二
迎
エ
ラ
ル
)
｡
十
六
日
､
西
鎌
尾
根
か
ら

槍
の
肩
を
こ
え
赤
沼
が
待
つ
殺
生
小
屋
へ
｡
こ
こ
を

拠
点
に
､
快
晴
の
十
九
日
､
撮
影
器
材
を
槍
の
穂
先

へ
運
び
揚
げ
､
大
展
望
三
六
〇
度
を
フ
ィ
ル
ム
に
収

め
る
｡
二
十
日
の
大
喰
岳
が
最
後
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト

だ
｡
二
十
一
日
上
高
地
へ
｡
槍
沢
､
梓
川
は
雨
､
(
メ

レ
ネ
ズ
､
､
＼
姿
デ
温
泉
着
)
｡
二
十
三
日
徳
本
峠
越
え
､

島
々
に
入
る
と
山
桜
が
咲
い
て
い
た
｡

Ⅳ
.
｢
桁
外
れ
の
山
好
き
｣
が
放
っ
た

ひ
と
す
じ
の
光
苫

田
ふ
た
つ
の
遭
難
事
故
の
狭
間
を
縫
っ
て

伊
藤
ら
が
｢
雪
の
立
山
､
針
ノ
木
峠
越
え
｣
を
実
行

し
た
一
九
二
三
年
の
積
雪
期
に
は
､
登
山
史
上
に
よ

く
知
ら
れ
る
ふ
た
つ
の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
｡

ひ
と
つ
は
､
一
月
十
五
日
､
板
倉
が
松
尾
峠
で
疲

労
凍
死
し
た
事
故
｡
模
､
三
田
と
三
人
で
厳
冬
期
の

立
山
に
ス
キ
ー
登
山
中
､
暴
風
雪
に
遭
っ
て
立
山
温

泉
に
戻
る
途
中
だ
っ
た
｡
い
ま
ひ
と
つ
は
､
三
月
五

日
夜
半
､
小
林
喜
作
が
雪
崩
に
襲
わ
れ
て
長
男
と
と

も
に
死
去
し
た
事
故
｡
爺
ケ
岳
西
山
腹
､
樺
小
屋
沢

の
猟
小
屋
で
就
寝
中
だ
っ
た
｡
喜
作
は
カ
モ
シ
カ
猟

に
投
弾
の
腕
を
み
せ
､
大
天
井
岳
-
槍
ヶ
岳
東
鎌
尾

根
に
新
道
を
拓
き
殺
生
小
屋
を
開
業
し
た
ば
か
り
｡

こ
の
ふ
た
つ
の
事
故
は
､
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
目
さ

れ
る
三
人
の
登
山
家
､
北
ア
ル
プ
ス
南
部
の
伝
説
的

な
山
人
を
以
て
し
て
も
､
な
お
抗
し
え
な
か
っ
た
大

自
然
の
猛
威
を
改
め
て
認
識
さ
せ
､
登
山
関
係
者
だ

け
で
な
く
広
-
衝
撃
を
与
え
た
｡

槇
ら
の
遭
難
は
､
伊
藤
ら
の
大
沢
石
室
視
察
最
終

日
で
､
そ
の
報
は
大
町
に
戻
っ
て
知
る
｡
二
か
月
後
､

伊
藤
ら
は
板
倉
の
命
を
奪
っ
た
松
尾
峠
を
二
度
往
復
､

立
山
登
頂
を
果
た
し
映
画
撮
影
に
も
成
功
を
収
め
た
｡

伊
藤
､
ち
か
立
山
温
泉
-
松
尾
峠
-
室
堂
上
立
山
山

頂
を
踏
破
し
た
プ
ロ
セ
ス
は
､
先
述
の
通
り
､
人
手

と
時
間
と
を
か
け
て
慎
重
そ
の
も
の
だ
っ
た
｡
登
臨

の
状
態
を
把
握
し
丁
寧
な
ル
ー
ト
工
作
を
施
す
､
山

小
屋
(
室
堂
)
の
状
況
を
調
査
し
､
長
期
滞
在
に
備
え

て
米
や
燃
料
を
荷
揚
げ
す
る
､
そ
し
て
好
天
を
待
つ
｡

立
山
登
頂
に
関
す
る
限
り
､
伊
藤
は
安
全
に
し
て
確

実
な
手
順
を
踏
ん
で
､
当
時
第
一
級
と
目
さ
れ
る
ア

ル
ピ
ニ
ス
ト
に
勝
る
成
果
を
挙
げ
た
｡

針
ノ
木
峠
越
え
を
控
え
て
黒
部
の
平
に
停
滞
中
､

伊
藤
ら
は
喜
作
遭
難
を
知
る
｡
遭
難
現
場
と
峰
続
き

の
針
ノ
木
峠
｡
登
降
す
る
谷
筋
は
雪
崩
の
巣
窟
だ
が
､

前
夜
の
低
温
で
雪
は
堅
-
締
ま
っ
て
い
た
｡

こ
う
し
て
伊
藤
は
､
時
間
･
空
間
と
も
に
ふ
た
つ

の
大
事
故
に
挟
ま
れ
た
行
動
を
無
事
に
乗
り
切
っ
た
｡

そ
し
て
次
の
積
雪
期
シ
ー
ズ
ン
､
伊
藤
は
次
の
三

件
を
近
代
日
本
登
山
史
上
に
記
録
す
る
に
至
る
｡

一
九
二
三
年
十
二
月
五
日

上
ノ
岳
積
雪
期
初
登
頂

一
九
二
四
年
二
月
四
日

薬
師
岳
厳
冬
期
初
登
頂

一
九
二
四
年
三
月
三
十
一
日
-
四
月
二
十
一
日

真
川
～
黒
部
五
郎
岳
～
双
六
岳
～
槍
ヶ
岳

積
雪
期
初
縦
走

そ
の
す
べ
て
に
本
格
的
な
記
録
映
画
を
添
え
て
あ
る
｡

田
山
を
遊
び
尽
く
す
快
適
な
拠
点
づ
く
り

伊
藤
は
自
ち
の
登
山
活
動
に
費
用
を
惜
し
ま
な

か
っ
た
｡
四
か
所
に
山
小
屋
を
建
て
る
､
山
案
内
人

ら
大
勢
を
長
期
間
雇
い
入
れ
る
､
多
人
数
の
山
中
生

活
に
入
用
の
食
糧
や
生
活
物
資
を
賄
う
､
最
新
の
登

山
用
具
や
装
備
を
調
え
る
､
加
え
て
山
岳
映
画
撮
影

用
の
新
鋭
器
材
や
高
画
質
フ
ィ
ル
ム
を
準
備
す
る
､

な
ど
で
桁
外
れ
の
金
額
だ
っ
た
が
-
-

伊
藤
は
､
芦
峻
寺
の
総
代
･
佐
伯
静
に
二
十
万
円

を
手
渡
し
た
と
い
う
｡
赤
沼
は
一
九
七
五
年
刊
『
山

の
天
辺
』
中
で
､
(
二
十
坪
の
家
が
一
五
〇
円
で
出
来

た
こ
ろ
)
の
こ
と
､
今
(
仮
り
に
一
軒
一
五
〇
万
円
と

し
て
も
二
十
億
円
に
な
る
)
と
試
算
す
る
｡
こ
れ
が

支
出
の
す
べ
て
で
は
あ
る
ま
い
か
ら
､
総
額
は
､
大

編
成
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
を
も
は
る
か
に
凌
駕
す
る
規

模
に
達
し
よ
う
｡
そ
れ
ゆ
え
伊
藤
の
登
山
活
動
は
､

夫
名
旅
行
｣
｢
放
蕩
｣
と
椰
橘
や
不
快
感
を
呼
び
お
こ

し
も
し
た
｡

｢
雪
の
立
山
､
針
ノ
木
峠
越
え
｣
の
際
､
伊
藤
は
前

後
三
十
泊
三
十
一
日
を
費
や
し
た
｡
ル
ー
ト
上
に
既

設
の
小
屋
を
利
用
､
大
沢
石
室
七
泊
､
立
山
温
泉
九

泊
､
平
四
泊
､
他
に
転
進
中
の
対
山
館
な
ど
十
泊
｡

ど
-
に
大
沢
石
室
の
居
住
性
や
暖
房
の
劣
悪
さ
に
は

辟
易
さ
せ
ら
れ
た
｡
二
シ
ー
ズ
ン
目
､
長
大
な
縦
走

を
含
む
登
山
を
計
画
し
た
山
域
に
､
ま
だ
山
小
屋
は

な
い
｡
伊
藤
は
､
山
小
屋
建
設
を
決
断
し
た
｡

伊
藤
に
あ
っ
て
山
小
屋
は
､
単
に
通
り
抜
け
る
だ

け
の
通
過
点
で
は
な
く
､
多
彩
な
登
山
活
動
の
重
要

拠
点
な
の
だ
｡
長
期
滞
在
し
て
､
登
頂
し
､
周
辺
を

探
勝
し
､
狩
猟
や
ス
キ
ー
を
楽
し
み
､
映
画
を
撮
影

し
､
縦
走
準
備
を
整
え
る
｡
山
中
だ
か
ら
粗
食
や
不

自
由
に
耐
え
て
当
然
､
と
は
考
え
な
い
｡
お
い
し
い

食
事
､
快
適
な
睡
眠
､
寒
さ
や
荒
天
に
も
脅
か
さ
れ

ぬ
安
心
と
居
心
地
の
よ
さ
が
不
可
欠
だ
｡
そ
れ
ら
が

な
か
っ
た
か
ら
､
自
ら
調
え
た
の
だ
｡
真
川
の
小
屋

で
は
､
堀
田
ら
夫
婦
の
常
駐
者
を
置
き
､
養
鶏
､
野

菜
栽
培
､
豆
腐
つ
-
り
を
さ
せ
､
風
呂
も
備
え
た
｡

そ
の
真
川
の
小
屋
を
ベ
ー
ス
に
､
伊
藤
は
三
つ

の
山
小
屋
を
ほ
ぼ
一
日
行
程
の
場
所
に
配
置
し
た
｡

食
糧
や
物
資
を
多
く
の
人
手
を
充
て
て
ピ
ス
ト
ン
式

に
荷
揚
げ
し
､
尺
取
虫
の
よ
う
に
前
進
し
登
頂
す
る

極
地
法
的
手
法
も
用
い
た
｡
し
か
し
､
伊
藤
の
山
小

屋
は
す
べ
て
､
自
分
の
登
山
の
便
に
供
す
る
施
設
で

あ
っ
て
､
営
業
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
｡
使
用

後
､
伊
藤
は
三
つ
の
山
小
屋
を
芦
幌
寺
家
の
管
理
に
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委
ね
､
建
築
許
可
を
得
な
か
っ
た
､
ら
し
い
薬
師
沢
の

小
屋
は
､
縦
走
出
発
前
に
焼
却
し
た
｡
伊
藤
が
支
出

し
た
山
小
屋
建
築
費
は
､
投
資
で
は
な
く
登
山
の
経

費
だ
っ
た
｡

そ
の
後
も
伊
藤
の
山
小
屋
は
使
用
者
が
あ
っ
た
｡

た
と
え
ば
一
九
二
五
年
三
月
の
窪
田
､
ら
は
､
真
川

の
小
屋
か
ら
薬
師
岳
登
頂
｡
加
藤
文
太
郎
は
､
三

〇
年
十
二
月
に
大
多
和
峠
か
ら
真
川
の
小
屋
に
入
り

三
十
一
日
泊
､
三
一
年
一
月
一
⊥
二
日
､
上
ノ
岳
の

小
屋
に
泊
ま
り
薬
師
岳
登
頂
､
後
立
山
の
烏
帽
子
岳

へ
単
独
続
走
を
果
た
す
｡
真
川
以
外
の
山
小
屋
は
､

曲
折
を
経
る
が
､
形
を
変
え
な
か
ち
ほ
ぼ
同
位
置
で
､

現
在
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
｡

き

よ

ほ

う

へ

ん

固
｢
登
山
史
｣
に
交
錯
す
る
毀
誉
褒
賠

償
は
山
へ
遊
び
に
行
-
の
だ
か
ら
､
面
白
け
れ
ば

一
カ
月
で
も
､
二
カ
月
で
も
山
の
中
に
い
る
が
､

危
い
と
見
た
り
､
苦
痛
を
感
じ
た
り
､
人
間
と
し

て
こ
れ
は
嫌
だ
と
言
ふ
気
が
生
じ
た
ら
､
直
ぐ
尻

に
帆
を
か
け
て
逃
げ
帰
る
か
ら
安
心
せ
よ
｡

伊
藤
が
山
へ
出
る
と
き
､
妻
や
家
族
に
あ
て
て
書
き

置
い
た
手
紙
の
一
節
で
あ
る
｡
伊
藤
の
登
山
観
が
端

的
に
示
さ
れ
て
い
る
｡
｢
趣
味
の
登
山
者
｣
と
呼
ん
で

よ
か
ろ
う
か
｡
恵
ま
れ
た
経
済
力
と
環
境
を
活
か
し
､

徹
底
的
に
｢
山
を
遊
ぶ
｣
楽
し
み
に
耽
っ
た
男
｡

最
も
強
-
惹
き
つ
け
ち
れ
た
山
域
で
､
登
頂
や
縦

走
に
費
や
し
た
日
数
は
､
立
山
登
頂
に
立
山
温
泉
入

り
か
ち
十
日
､
上
ノ
岳
に
真
川
入
り
か
ら
七
日
､
薬

師
岳
は
二
十
一
日
､
真
川
～
上
高
地
縦
走
は
三
十
四

日
｡
映
画
撮
影
の
天
気
待
ち
を
考
慮
し
て
も
､
破
格

に
多
い
｡
(
自
然
に
対
し
徹
底
的
に
臆
病
た
る
べ
き

こ
と
)
を
旨
に
､
石
橋
を
叩
-
慎
重
な
手
順
を
踏
む
｡

結
果
と
し
て
､
第
一
級
の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
を
超
え
る

登
頂
､
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
の
旗
手
た
ち
に
先
ん
じ
た
初

登
頂
や
初
縦
走
を
達
成
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
と

な
っ
た
｡
そ
の
感
動
を
､
伊
藤
は
｢
日
記
｣
な
ど
に
書

き
つ
け
て
い
る
｡
だ
が
そ
こ
に
は
､
｢
よ
り
困
難
｣
へ

の
挑
戦
や
冒
険
､
征
服
と
い
っ
た
気
負
い
も
悲
壮
感

も
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
も
な
い
｡
あ
る
の
は
､
憧
れ
続
け
た

夢
を
よ
う
や
く
手
中
に
し
た
歓
喜
で
あ
る
｡
(
天
地

の
荘
厳
に
接
し
､
こ
れ
を
享
楽
す
る
)
静
観
派
的
と

き
え
い
え
る
､
風
雅
な
趣
味
の
人
の
登
山
で
あ
る
｡

太
平
洋
戦
争
後
､
最
も
早
-
伊
藤
の
業
績
を
発

掘
し
た
の
は
上
田
竹
三
で
あ
る
｡
上
田
は
当
時
の
新

聞
記
事
か
ら
伊
藤
の
活
動
を
知
り
､
調
査
を
進
め
て

フ
ィ
ル
ム
発
見
に
至
る
｡
一
九
七
三
年
､
『
山
岳
』
に

｢
伊
藤
孝
一
の
足
跡
｣
を
発
表
､
(
雪
山
縦
走
に
先
鞭
を

つ
け
た
)
と
評
価
す
る
｡
だ
が
､
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
正

統
派
を
以
て
任
ず
る
人
び
と
に
よ
る
｢
登
山
史
｣
で
は
､

伊
藤
評
価
は
概
し
て
疑
問
符
つ
き
の
態
だ
｡

安
川
茂
雄
『
近
代
日
本
登
山
史
』
二
九
七
六
年
)
は
､

伊
藤
ら
の
縦
走
を
(
山
岳
映
画
撮
影
の
た
め
)
と
断
じ
､

そ
ん
な
(
"
遊
び
"
に
ひ
と
し
い
仕
事
)
へ
の
大
金
投

人
に
(
ほ
と
ほ
と
感
心
)
し
､
(
桁
外
れ
の
山
好
き
)
の

(
山
へ
の
放
蕩
ぶ
り
に
脱
帽
)
と
書
く
｡
山
崎
安
治
薪

稿
･
日
本
登
山
史
』
二
九
八
六
年
)
は
､
積
雪
期
登
山

の
初
期
､
登
頂
活
動
だ
け
の
な
か
で
(
北
ア
ル
プ
ス
核

心
部
)
縦
走
は
(
画
期
的
な
も
の
)
と
す
る
｡
が
､
学
生

陣
と
は
別
の
(
特
異
な
も
の
〉
､
金
の
力
に
よ
る
(
大
名

旅
行
)
だ
と
登
山
界
は
好
感
を
も
た
な
か
っ
た
､
と
加

え
る
｡
斉
藤
一
男
『
山
の
文
化
と
と
も
に
』
(
二
〇
〇
四

午
)
も
伊
藤
の
活
動
を
映
画
撮
影
行
と
し
て
紹
介
､
見

出
し
は
｢
新
馬
鹿
大
将
｣
と
し
て
い
る
｡

瓜
生
早
道
は
伊
藤
の
生
涯
を
た
ど
る
『
雪
嶺
秘
話
』

(
一
九
八
二
年
)
を
著
わ
し
た
｡
｢
あ
と
が
き
｣
で
(
大

登
撃
)
が
日
本
登
山
史
で
抹
殺
状
態
だ
と
指
摘
､
(
一

握
り
の
エ
リ
ー
ト
と
自
称
す
る
人
々
に
牛
耳
ら
れ
て

き
た
)
山
の
世
界
を
批
判
し
歪
曲
を
糾
し
た
い
､
と

結
ぶ
｡
菊
池
俊
明
『
北
ア
ル
プ
ス
こ
の
百
年
』
三
〇

〇
三
年
)
の
赤
沼
に
関
す
る
記
述
中
に
は
､
日
本
山

岳
会
の
一
部
で
伊
藤
の
快
挙
を
評
価
し
な
い
の
か
不

愉
快
ち
し
い
ふ
た
り
は
脱
会
に
至
っ
た
､
と
あ
る
｡

完
成
し
た
映
画
の
｢
日
本
ア
ル
プ
ス
雪
中
登
山
活

動
窮
眞
曾
｣
は
､
東
京
､
大
阪
､
名
古
屋
､
松
本
､

金
沢
な
ど
の
諸
都
市
で
開
催
さ
れ
盛
況
だ
っ
た
｡
伊

藤
は
会
場
に
は
ほ
と
ん
ど
行
か
ず
､
フ
ィ
ル
ム
一
式

を
宮
内
省
に
献
上
し
た
際
と
､
福
林
･
窪
田
の
高
校

山
岳
部
主
催
の
上
映
会
に
出
向
い
た
程
度
だ
っ
た
｡

再
編
集
版
を
見
て
も
､
映
画
は
雪
山
の
景
観
､
風

物
を
鮮
明
に
捉
え
て
い
て
美
し
い
｡
加
え
て
登
山
行

動
の
実
態
や
和
風
と
欧
風
が
入
り
混
じ
る
登
山
用
具
､

装
備
な
ど
も
把
握
で
き
､
記
録
お
よ
び
資
料
的
価
値

は
高
-
､
貴
重
で
あ
る
｡

国
｢
桁
外
れ
の
山
好
き
｣
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ

伊
藤
は
､
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
よ
う
に
｢
よ
り
困
難

な
｣
登
撃
や
冒
険
を
追
求
し
は
し
な
か
っ
た
｡
｢
困
難
｣

は
経
済
力
で
回
避
す
る
方
策
を
講
じ
っ
つ
､
｢
よ
り
美

し
い
空
の
色
｣
を
求
め
て
登
っ
た
｡
百
瀬
､
赤
沼
と

ヽ
｣

も
ど
も
､
(
雀
躍
り
し
て
喜
ん
だ
)
の
は
､

冬
の
立
山
と
針
木
峠
で
仰
い
だ
空
の
色
で
あ
る
｡

i
1
か
ん
す
く

就
中
､
室
堂
の
暁
に
嶺
々
へ
被
さ
っ
た
空
の
色
､

そ夫
れ
は
何
と
も
形
容
の
出
来
な
い
色
だ
っ
た
｡

そ
の
｢
空
の
色
｣
を
見
は
る
か
す
伊
藤
の
眼
は
､
湖
底

に
沈
む
有
峰
で
､
木
彫
狛
犬
の
民
俗
文
化
的
資
料
価

値
を
見
抜
く
眼
で
も
あ
っ
た
｡
伊
藤
が
購
入
し
散
逸

を
免
れ
た
八
体
は
現
在
､
大
山
町
歴
史
民
俗
資
料
館

が
収
蔵
す
る
｡

ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
色
彩
濃
厚
な
｢
桁
外
れ
の
山
好
き
｣

は
､
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
時
代
の
｢
リ
ベ
ラ
ル
な
空

気
｣
を
吸
い
､
ひ
と
と
き
､
個
性
的
で
鮮
烈
な
光
を

放
っ
て
退
場
し
た
｡
栄
光
に
も
営
利
に
も
無
縁
で
清

す
が
し
か
っ
た
｡
東
屋
吉
兵
衛
七
代
目
の
ロ
マ
ン
と

美
学
を
､
そ
こ
に
見
い
た
す
｡
　
一
お
わ
り
】

付
記
　
本
文
中
､
出
典
を
挙
げ
な
い
引
用
部
分
　
-

一
字
下
げ
組
み
､
(
　
)
内
　
-
　
は
､
す
べ
て

｢
伊
藤
孝
一
遺
稿
｣
(
伊
藤
家
所
蔵
)
に
拠
り
､

適
宜
ル
ビ
を
付
し
た
｡
使
用
の
許
諾
を
-
だ

き
っ
た
伊
藤
家
の
ご
好
意
に
謝
意
を
表
し
た

ヽ

　

°

し
1

(
登
山
史
研
究
家
)

※
こ
の
論
考
は
富
山
県
[
立
山
博
物
館
]
の
平
成
十
六
年
度

企
画
展
｢
山
嶽
活
寓
｣
に
関
連
し
て
書
き
下
ろ
さ
れ
た
原

稿
を
､
筆
者
と
富
山
県
[
立
山
博
物
館
]
の
許
可
を
得
て

転
戦
し
た
も
の
で
あ
る
｡
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